子ども人権啓発委員会　第１回全体会
平成23年６月27日（月）午前10時～

枚方市立教育文化センター　大会議室

参加者：92名（枚方市立の幼稚園・小中学校の保護者）

10：00　開会
　　　委員長あいさつ

　　　子ども人権啓発委員の役割について（年間4回程度の会に参加、委員会だよりの発行など）

　　　役員紹介

10：20　講演
講演　『子どもの人権って？　～親と子のかかわりについて考えよう～』

講師　藤井　浩子さん（子ども情報研究センター　専門相談員）

講師プロフィール

（社）子ども情報研究センターにて「子ども家庭相談室」「チャイルドラインOSAKA」などの相談業務に携わるかたわら、大阪府子ども家庭サポーター（大阪府子ども虐待防止アドバイザー）や、大阪市子ども家庭支援員など、子どもとその周りのおとなをも支援する活動をしておられます。

また、ＮＰＯ法人国際子ども権利センターでは、理事として、海外の子どもを支える活動をしておられます。

～～「子どもの権利」って何？～～
「権利」とても堅い印象のことば。英語ではChild rights　という。That’s right.（その通り）All right.（大丈夫）というときに使われるのと同じことば。権利という意味のときにrightsと複数形になるのは、基本的人権はいくつもあるからだ。

　　　基本的人権とは、すべての人がもっている生きるために必要な権利。みんな生まれたときから持っているが、子どもは大人の保護がないと生きていけないので、大人が子どもの権利を十分に保障しないといけない。

「子どもの権利条約」は1978年に原案がポーランドから提出され、1989年に国連で採択された。193カ国が批准していて、世界で最も多くの国が批准している国際条約。（批准していない国の一つがアメリカ合衆国。「子どもの権利条約」では子どもの死刑を禁止しているが、アメリカの一部の州では子どもの死刑が認められているのがその理由。）国連宣言と違い、国際条約なので拘束力がある。国連には「子どもの権利委員会」がある。
「子どもの権利条約」の３原則　①子どもとは１８歳未満の子どもこと　②子どもはどんな差別も受けない　③子どもの最善の利益を判断基準にする
子どもの権利の領域は、「生きる権利（命にかかわる権利）（第６条）」「育つ権利（成長発達）」「守られる権利（保護）」「参加する権利（子ども自身のことを決めるとき）（第１２条）」。これらはどれか一つでも欠けていれば全体が成り立たない。相互にかかわりあっている。子どもの養育の責任・義務はまず親にある。親ができないときは国ができるだけのことをする（立法・お金・制度）ことが条約に書かれている。
権利の侵害は、力の差のあるところに存在する。侵害されると生きるのが苦しくなる。ＤＶ、虐待、いじめ、デートＤＶ、各種のハラスメント（受けた本人が侵害されたと感じたら成立。感じ方は人それぞれ違うので、したほうは何気なくても、された方は傷ついていることがある。）など。虐待の一つネグレクト（育児放棄）にもあらわれているように、周りの大人が子どもの権利を保障しないと、子どもは生きていけない。
　　　子どもの社会は大人に比べて狭い。赤ちゃんが生まれて最初に体験する外の世界は家族（親・きょうだい）。それから、幼稚園・保育所・学校で友達・先生に出会う。また、友達の親・家族や、近所の人に出会う。子どもの社会はここまで。
　子どものエネルギー・時間は莫大。大人には思いつかないようなものすごい力（知性・能力・美）を持っている。こけてけがをすると「いたい・かなしい」と心はへこむ。でも、心には戻る弾力がある。子どもは守られるだけの存在ではない。力を持った存在として子どもを尊重しよう。互いに尊重しあっていい関係がつくれる。これは大人と同じ。
親が、とても苦しくてもう生きていけないと思ったとき、自分の子どもを連れて行くか？「子どもを置いていくのは忍びない」「自分が産んだんだから責任がある」と思う人もいる。確かに、子どもは親から命をもらったが、一人の個別の命だと考えてほしい。自分の子どもをしげしげ見て。その子は名前のついた一人の人間。一人ひとりちがう。ちがっていて当たり前。
子どもは、自分のかかわることについて自分の意見を言う権利を持っている。また、子どもには、聞いてもらう権利がある。子どもの行動の裏には何か理由があるはずなので、聞いてやる必要がある。たとえば、子どもが学校を停学になったら、親は「どうしてそうしたのか、子どもの話はちゃんと聞いてもらいましたか」と先生に言っていい。
何かを決めるとき、「あなたはどうするの？」と子どもに考えさせる。親が何でもやりすぎると、子どもは自分でやらなくなる。親から見て、もうちょっとちゃんとやったら、と思っても、子どもが自分でやることは子どもの力になる。家族のルールを子どもと一緒に決める（＝家庭の運営に子どもが参加する）と、子どもはルールを守ろうとする。失敗しても、「次は守れるようにがんばろう」または「ルールを守れるように考え直そう」と自分から努力をする。

もしも子どもの選択が間違っていたら。大人から見たら初めから間違いとわかっていても、口を出さずに子どもの失敗を認める。一つえらんで違っていたら、またえらびなおす力と時間が子どもにはある。大人の役割は、それを見守り支えること。

子どもにかかわることを決める際には、どうしたいか子どもの気持ちを受け止める。そのためには、子どもにたくさん問いかける。聞いてもらう経験の少ない子は、答えるのに時間がかかる。大人と子どものペースは違うという意識を持つこと。子どもの気持ちを聞いてから決定する。実現できないことは、その理由を子どもに説明する。

　　　子どもの権利を保障するのはまず親。でも親に限らず、地域の中にいる大人みんなが、それぞれの立場で子どもの権利を守っていくことが必要。自分の子どもでなくても、近所の子どもに対して、一人の大人としてかかわっていく。子どもの権利に対して子どもには義務はない。基本的人権は生きていくために必要な権利なので、義務を伴わない。子どもの権利を保障する義務を大人が負っている。
～～子どもの権利と自己主張について～～
例１）子どもがスーパーでおもちゃを買ってほしいとごねた時
　　子どもが「わあっ」となっているときは何を言っても耳に入らない。気持ちが落ち着く間をとるように、泣いてもいいところに行って待つ。親は、できることとできないことを正直に言っていい。できない理由を言う、財布を見せて「お金がないから買えない」と言うのもいい。子どもがどうしてもほしがったら、どうやったら手に入るかを子どもと一緒に考える。

例2）親がいくら言っても宿題をしない時
　その言い方には効果がない、その言い方では子どもには伝わらないということ。言い方をかえてみる。勉強するのは子ども。学習習慣ができるまでは親が一緒についていてもいいが、子どもが自分でしようと思わないと勉強の習慣はつかない。親が「しなさい」と言うことに慣れたら、子どもは自分でしなくなる。子どもがしようと思うのは任されたとき。子どもは力をもっていると親が信頼して子どもに任せる。夜、宿題をやっていないことがわかって、「今からやる！」と言ってやりだしたらめっけもの。ただ、朝起きることなど、子どもが手伝ってほしいと自分から言ったことについては、親が手伝う。
～～カンボジアの子どもたち～～
日本では、子どもの権利侵害はイメージしにくいので、カンボジアの子どもについて映像を紹介。

カンボジアは人口1,380万人でその４割以上が18歳未満。子どもが生活のために売られたり、児童買春やポルノの対象にされることもある。親の借金に縛られて奴隷のように働かされる子どもは、アジア・アフリカで見られる。親を亡くした子供をさらって、少年兵にしている場合もある。

カンボジアでは児童労働も多い。レンガ工場では、家族みんなが敷地に住んでいるために子どもも一緒に働かされる。６～８歳から安い賃金で働かされ、ほとんどの子どもが学校に行かせてもらえない。労働中に機械に巻き込まれて腕を失う子どももいる。
地域の大人たちにも子どもの権利について伝えている。バイクタクシーの運転手たちを対象にワークショップを行い、子どもの権利の保障について教育し、子どもの権利を守る大人として認定している。バイクタクシーは都市部のあちこちを走るので、街頭で生活している子どもたちの安否確認をしてもらったり、子どもの見守り役になってもらっている。また、外国人が子どもと二人だけで乗車してホテルへ行こうとする際のように、児童買春が疑われるときには乗車拒否を勧めている。

このような子どもたちは字が読めないことが多いので、絵で子どもの権利を伝える。子どもたちに「学校へ行きたい」「出稼ぎに行きたくない」「この集落から売られていく子どもをこれ以上出したくない」と言っていいことを伝えている。嫌なときに「いやだ」と言っていいと知ると、子どもたちは明るくなる。

11：40　質疑応答（質問事項なし）
11：45　アンケート記入

　　　　　絵本紹介「おこだでませんように」（著・くすのきしげのり　絵・石井聖岳）

12：00　閉会・解散
